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三浦工業の水素燃料貫流蒸気ボイラ
（ＳＩ- 2000 - Ｈ 2）

　

産
業
用
ボ
イ
ラ
の
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
三
浦

工
業
株
式
会
社
（
愛
媛
県

松
山
市
、
代
表
取
締
役：

宮
内
大
介
）は
、「
水
素
燃

料
貫
流
ボ
イ
ラ
（
Ｓ
Ｉ
�

２
０
０
０
�
Ｈ
２
）」が
、

一
般
社
団
法
人
日
本
機

械
工
業
連
合
会
主
催：

令
和
２
年
度
「
優
秀
省
エ

ネ
機
器
・シ
ス
テ
ム
表
彰
」

で
日
本
機
械
工
業
連
合

会
会
長
賞
を
受
賞
。
ま

た
、
一
般
財
団
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
財
団
主
催：

令

和
２
年
度「
新
エ
ネ
大
賞
」

で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
会

長
賞
も
受
賞
と
、
二
冠
を

達
成
し
た
。同
社
は
、２
０

１
７
年
１
月
に
日
本
で

初
め
て
※
１
０
０
％
水

素
燃
焼
が
可
能
な
同
製

品
を
商
品
化
し
た
。

※
三
浦
工
業
調
べ

　
（
詳
細
記
事
は
７
面
と

９
面
に
掲
載
）

　

業
界
初
の
運
転
時
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ

水
素
燃
料
貫
流
蒸
気
ボ
イ
ラ
が
二
冠
達
成

「
優
秀
省
エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム
」と「
新
エ
ネ
大
賞
」で

日
本
初
、
１
０
０
％
水
素
燃
焼
が
可
能
な
製
品
商
品
化

三浦工業三浦工業

ワ
ー
ク
構
築
に
よ
る
地
域

防
災
性
・
環
境
性
の
向
上

〜
清
原
工
業
団
地
へ
の
導

入
事
例
〜
」が
受
賞
。

　

Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
は
、
初
め
て

「
民
生
用
部
門
」と「
産
業

用
部
門
」
で
２
件
同
時
に

理
事
長
賞
を
受
賞
し
た
。

同
社
は
ま
た
「
民
生
用
部

門
」
で
特
別
賞
も
２
件
受

賞
し
て
い
る
。

　

表
彰
式
は
、
２
月
５

日
、
東
京
・
大
手
町
の
経

団
連
会
館
で
行
わ
れ
た
。

　

電
気
と
熱
を
同
時
に

生
み
出
す
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
熱
電
併
給
）

シ
ス
テ
ム
は
、
経
済
性
向

上
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削

減
、
地
域
の
分
散
型
電

源
、
災
害
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対

策
、
変
動
性
の
大
き
い
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調

整
役
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
に
貢
献
）
等
と
し

て
効
果
が
あ
る
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　

コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
中
心
と

し
て
、
省
エ
ネ
が
徹
底
さ

れ
、
再
エ
ネ
が
最
大
限
導

入
さ
れ
た
、
災
害
に
も
強

い
強
靭
な
イ
ン
フ
ラ
が
整

備
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

は
、
国
連
の
S
D
G
s
開

発
目
標
に
も
沿
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
日
本
が
世

界
を
リ
ー
ド
で
き
る
分
野

と
な
る
。

キ
ヤ
ノ
ン
株
式
会
社
、
久

光
製
薬
株
式
会
社
、
東
京

ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社

（
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）が
、栃
木
県

宇
都
宮
市
の
清
原
工
業

団
地
で
取
組
ん
で
い
る

「
既
存
工
業
団
地
で
の
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト

　

一
般
財
団
法
人
コ
ー
ジ

ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
度
利
用
セ
ン
タ
ー

（
コ
ー
ジ
ェ
ネ
財
団
）
は
、

コ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
テ
ム
の
有

効
性
を
社
会
に
広
め
、
普

及
を
促
進
す
る
目
的
で
、

新
規
性
・
先
進
性
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
性
に
優
れ
た
案
件

を
「
コ
ー
ジ
ェ
ネ
大
賞
」
と

し
て
毎
年
表
彰
し
て
い

る
。
２
０
２
０
年
度
は　
３２

件
の
応
募
が
あ
り
、
学
識

経
験
者
な
ど
に
よ
る
厳

正
な
審
査
の
結
果
、「
民

生
用
部
門
」７
件
、「
産
業

用
部
門
」６
件
、「
技
術
開

発
部
門
」
３
件
の
合
計　
１６

件
を
選
定
し
た
（
詳
細
は

　

〜　

面
）。

１０

１２

　

２
０
２
０
年
度
の
コ
ー

ジ
ェ
ネ
大
賞
最
高
位
の
理

事
長
賞
を
受
賞
し
た
の

は
、「
民
生
用
部
門
」
で

は
、「
環
境
性
と
防
災
性

を
両
立
・
継
続
す
る
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
取
組
〜
田
町
駅

東
口
北
地
区
（
�

街
区
）

ｍ
ｓ
ｂ　

Ｔ
ａ
ｍ
ａ
ｃ

ｈ
ｉ
へ
の
導
入
事
例
〜
」

で
、
東
京
ガ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
（
Ｔ
Ｇ
Ｅ
Ｓ
）、

東
京
ガ
ス
不
動
産
株
式
会

社
、
三
井
不
動
産
株
式
会

社
、
三
菱
地
所
株
式
会

社
、
株
式
会
社
日
本
設
計

が
共
同
で
受
賞
し
た
。

　
「
民
生
用
部
門
」
の
理

事
長
賞
の
も
う
一
つ
は
、

東
邦
ガ
ス
株
式
会
社
、
株

式
会
社
日
建
設
計
、
株
式

会
社
日
建
設
計
総
合
研

究
所
が
愛
知
県
名
古
屋

市
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
Ｃ
Ｇ
Ｓ
を
核
と
し
た
ス

マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
低
炭
素

性
・
災
害
対
応
性
に
優
れ

た
ま
ち
づ
く
り
〜
み
な
と

ア
ク
ル
ス
へ
の
導
入
事
例

〜
」が
受
賞
し
た
。

　
「
産
業
用
部
門
」
の
理

事
長
賞
を
受
賞
し
た
の

は
、
カ
ル
ビ
ー
株
式
会
社
、

初
の
２
部
門
同
時
理
事
長
賞
受
賞

東
京
ガ
ス
Ｅ
Ｓ
が「
民
生
用
」と「
産
業
用
」で

東
邦
ガ
ス
も「
み
な
と
ア
ク
ル
ス
」で
理
事
長
賞

み
な
と
ア
ク
ル
ス 
航
空
写
真

田町駅東口北地区外観清原スマエネセンター外観

 　

一
般
社
団
法
人
日
本
経
営
協
会
は
、
５
月　
１２

日（
水
）・　

日（
木
）・　

日（
金
）の
３
日
間
、第　

１３

１４

２５

回「
自
治
体
総
合
フ
ェ
ア
２
０
２
１
」を
パ
シ
フ
ィ
コ

横
浜
・
展
示
ホ
ー
ル
Ａ（
神
奈
川
県
横
浜
市
・
み
な

と
み
ら
い
）で
開
催
す
る
。

　

テ
ー
マ
は
「
地
域
で
創
り
、
育
み
、
守
り
、
持

続
可
能
な
地
域
社
会
へ
」。
自
治
体
経
営
の
革
新

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
真
に
豊
か

さ
を
実
感
で
き
る
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

出
展
予
定
者
数
は
約
１
０
０
社
・
団
体
。来
場

対
象
者
は
、官
庁
・
自
治
体
、議
会
・
議
員
、教
育
委

員
会
・
学
校
関
係
者
、財
団
・
社
団
等
団
体
、公
営

企
業
・
公
社
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、医
療
福
祉
部
門
、公

共
部
門
な
ど
の
関
係
者
で
、
来
場
者
目
標
数
は
約

１
０
�

０
０
０
人
。展
示
会
入
場
料
は
無
料
（
原

則
は
招
待
券
持
参
者
・
事
前
登
録
者
、
た
だ
し
当

日
登
録
者
も
可
）。

　

全
体
構
成
は
、
①
出
展
者
展
示
エ
リ
ア
②
主
催

者
企
画（
１
）電
子
政
府
コ
ー
ナ
ー（
予
定
）、（
２
）

協
働
ま
ち
づ
く
り
表
彰　

特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
③
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
セ
ミ
ナ
ー（
１
）自
治
体
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
、（
２
）
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
、と
な
っ
て
い
る
。

　

後
援（
予
定
）は
、内
閣
府
、総
務
省
、消
防
庁
、

文
部
科
学
省
、厚
生
労
働
省
、国
土
交
通
省
、全
国

知
事
会
、全
国
市
長
会
、全
国
町
村
会
、指
定
都
市

市
長
会
、
全
国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、
全
国
市

議
会
議
長
会
、全
国
町
村
議
会
議
長
会
、東
京
都
、

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
、国
立
研
究

開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
、地
方
公
共
団

体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
、
日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
）な
ど
。

　

同
時
開
催
は「
企
業
立
地
フ
ェ
ア
２
０
２
１
」。

前回の会場風景

特集　10-12 面

特 集特　集

令和 2年度「優秀省エネ機器・システム」令和 2年度「優秀省エネ機器・システム」　（2-7 面）（2-7 面）
令和 2年度「新エネ大賞」令和 2年度「新エネ大賞」　　           （8-9 面）（8-9 面）
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近
年
、
も
の
づ
く
り
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
へ
の
要

求
は
多
様
化
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
応
す
る
に

は
、
従
来
か
ら
の
機
能
・

性
能
面
の
強
化
や
継
承

性
に
加
え
、
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
拡
充
や
付
加
価
値
と

な
る
機
能
の
追
加
が
必

要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
従
来
の
当
社

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
「
Ｈ
Ｇ
シ

リ
ー
ズ
」
か
ら
高
性
能
化

（
省
エ
ネ
化
）、
大
幅
な

小
型
化
（
省
資
源

化
）、
バ
ッ
テ
リ
レ

ス
絶
対
位
置
エ
ン

コ
ー
ダ
標
準
搭
載

や
大
幅
な
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
強
化
を
実

現
し
た
新
型
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
「
Ｈ
Ｋ

シ
リ
ー
ズ
」（
写
真

上
）
を
開
発
し
た
。

　

モ
ー
タ
の
高
性

能
化
（
省
エ
ネ
化
）

は
、
か
し
め
レ
ス

コ
ア
の
採
用
、
磁

気
ギ
ャ
ッ
プ
短
縮

に
よ
る
損
失
の
低

減
で
実
現
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
従

来
比
で
最
大　

％
２０

の
小
型
化
（　

％
２０

〜　

％
程
度
の
省

６０
資
源
化
）
を
達
成
、

業
界
最
小
ク
ラ
ス

の
高
性
能
、
高
機

能
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

を
開
発
し
た
。

及び及びシステムの開発、実用化、普及の促進へシステムの開発、実用化、普及の促進へ
　

一
般
社
団
法
人
日
本
機
械
工
業
連
合

会
が
経
済
産
業
省
の
後
援
を
う
け
実
施

し
て
い
る
「
優
秀
省
エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム

表
彰
制
度
」
は
、
今
回
で　

回
目
を
迎
え

４０

た
。

　

同
制
度
は
、
今
回
か
ら
新
た
に
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
技
術
に
関
わ
る
機
器
・
シ
ス
テ

ム
も
表
彰
の
対
象
に
加
え
、
優
秀
な
産
業

用
の
省
エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム
、
ま
た
は
Ｃ

Ｏ
２
排
出
抑
制
に
効
果
的
な
機
器
・
シ
ス

テ
ム
を
開
発
、
実
用
し
、エコ
社
会
の
推
進

に
貢
献
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
及
び

企
業
、
団
体
に
対
し
て
、
経
済
産
業
大
臣

賞
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
、
中
小

企
業
長
官
賞
、
日
本
機
械
工
業
連
合
会

会
長
賞
を
授
与
、
表
彰
し
、
そ
の
一
層
の

開
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
募
集
（
募
集
期
間：

令
和
２

年
４
月　

日
〜
７
月　

日
）の
結
果
、　

１３

１７

２１

件
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
機
器
に
つ

き
、
同
連
合
会
内
に
設
置
し
た
「
優
秀
省

エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム
審
査
特
別
委
員
会
」

（
委
員
長：

松
本
洋
一
郎
・
東
京
理
科
大

学
学
長
）お
よ
び
幹
事
会（
幹
事
長：

松

野
建
一
・
一
般
財
団
法
人
先
端
加
工
機

械
技
術
振
興
協
会
理
事
長
）
に
お
い
て
慎

重
な
審
議
を
重
ね
、下
表
の
と
お
り
表
彰

機
器
と
し
て　

件
を
選
定
し
た
。

１０

　

経
済
産
業
大
臣
賞
に
は
、
株
式
会
社

ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
「
流
体

軸
受
式
小
型
と
い
し
軸
搭
載　

Ｃ
Ｂ
Ｎ

カ
ム
シ
ャ
フ
ト
研
削
盤
（
Ｇ
Ｃ　

Ｓ
／
Ｇ

２０

Ｌ　

Ｓ
）」が
、ま
た
、資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

３２
長
官
賞
に
は
、三
菱
電
機
株
式
会
社
か
ら

申
請
の「
か
し
め
レ
ス
コ
ア
を
用
い
た
小
型
、

省
資
源
化
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
（
Ｈ
Ｋ
シ

リ
ー
ズ
）」
及
び
Ｄ
ａ
ｉ
ｇ
ａ
ｓ
エ
ナ
ジ
ー

株
式
会
社
と
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
の
２

社
か
ら
共
同
申
請
の「
蓄
熱
体
燃
焼
筒
内

蔵
型
タ
イ
ル
レ
ス
高
速
リ
ジ
ェ
ネ
バ
ー
ナ

（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｇ
２
）」
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し

た
。
そ
の
他
の
７
件
は
い
ず
れ
も
日
本
機

械
工
業
連
合
会
会
長
賞
。

　

な
お
、
表
彰
式
は　

日
（
月
）、
東
京
・

２２

機
械
振
興
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
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流
体
軸
受
式
と
い
し
軸

は
、
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
製
造

（
仕
上
げ
研
削
）
に
関
わ

る
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　

％
以
上
を
占
め
か
つ
、

７０機
械
設
置
ス
ペ
ー
ス
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

　

こ
の
と
い
し
軸
の
流

体
軸
受
に
つ
い
て
、２
０

１
４
年
よ
り
省
エ
ネ
化
・

小
型
化
に
関
す
る
技
術

開
発
を
開
始
し
た
。

　

そ
し
て
、２
０
１
９
年

に
そ
れ
ら
の
技
術
を
適

用
し
た
、
流
体
軸
受
式
小

型
と
い
し
軸
搭
載
Ｃ
Ｂ

Ｎ
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
研
削

盤
（
Ｇ
Ｃ　

Ｓ
／
Ｇ
Ｌ　

２０

３２

Ｓ
）
を
商
品
化
し
た
（
写

真
）。

　

当
該
機
器
は
、
流
体
軸

受
式
小
型
と
い
し
軸
の

採
用
に
よ
り
、
従
来
比　
２４

％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減

を
達
成
し
た
。

上
の
納
入
実
績
を
有
す

る
。

　

一
方
、
近
年
で
は
、
カ

ム
シ
ャ
フ
ト
研
削
盤
に

対
す
る
更
な
る
省
エ
ネ

化
・
小
型
化
の
要
求
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

カ
ム
シ
ャ
フ
ト
研
削

盤
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

１
�

機
器
の
概
要

　

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
テ

ク
ト
で
は
、１
９
６
０
年

代
よ
り
エ
ン
ジ
ン
の
主

要
部
品
で
あ
る
カ
ム
シ

ャ
フ
ト
の
仕
上
げ
研
削

工
程
を
担
う
研
削
盤
を

製
造
・
販
売
し
、
国
内
外

合
わ
せ
２
�０
０
０
台
以

流
体
軸
受
式
小
型
と
い
し
軸
搭
載

Ｃ
Ｂ
Ｎ
カ
ム
シ
ャ
フ
ト
研
削
盤

（
Ｇ
Ｃ　

Ｓ
／
Ｇ
Ｌ　

Ｓ
）

２０

３２

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

（
大
阪
市
中
央
区
）

経
済
産
業
大
臣
賞

か
し
め
レ
ス
コ
ア
を
用
い
た
小
型
、

省
資
源
化
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

（
Ｈ
Ｋ
シ
リ
ー
ズ
）

三
菱
電
機
株
式
会
社

（
東
京
都
千
代
田
区
）

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

サーボモータＨＫシリーズ外観

CBN カムシャフト研削盤
（GC20S/GL32S)

【経済産業大臣賞】
☆流体軸受式小型といし軸搭載CBN カムシャフト研削盤 (GC20S/GL32S)

株式会社ジェイテクト
【資源エネルギー庁長官賞】
☆かしめレスコアを用いた小型、省資源化 AC サーボモータ (HK シリーズ )

三菱電機株式会社
☆蓄熱体燃焼筒内蔵型タイルレス高速リジェネバーナ (IREG2)

Daigas エナジー株式会社
大阪ガス株式会社

【日本機械工業連合会会長賞】
☆除鉄機能・温度制御装置付ドレン吸引回収装置 (エコモルダー )及び熱回収システム

株式会社ビクター特販
☆デュアルコンプレッサー制御式 (DCC) 縦型産業用冷凍庫 W1200 タイプ

フクシマガリレイ株式会社
☆ R290 対応多用途冷却装置用凝縮器ユニット (MJA 形 )

三菱電機冷熱応用システム株式会社
三菱電機株式会社 静岡製作所

☆運転時CO2 排出ゼロの水素燃料貫流蒸気ボイラ (SI-2000-H2)
三浦工業株式会社

☆ダイレクトドライブ方式送風機採用の産業用途向け高効率設備用パッケージエアコン (ファシレアDD)
三菱電機株式会社

☆ユーティリティ流体管理 無線ネットワークシステム (Link920)
株式会社オーバル

☆バイオマス発電施設CO2 供給設備 (t-CarVe)
株式会社タクマ
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令和 2年度　一般社団法人日本機械工業連合会

優秀省エネ機器・システム表彰制度

令和 2年度「優秀省エネ機器・システム表彰制度」受賞企業令和 2年度「優秀省エネ機器・システム表彰制度」受賞企業

［優秀省エネ機器・システム］

今回で 40 回目今回で 40 回目
　

今
年
度
の
優
秀
省

エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム

表
彰
式
に
あ
た
り
、主

催
者
を
代
表
し
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
表
彰
制
度
は
、

１
９
８
０
年
度
に
発

足
し
、経
済
産
業
省
を

は
じ
め
産
業
界
の
皆

様
、
ま
た
、
審
査
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
学
識
経
験
者
の
皆

様
な
ど
の
ご
支
持
を

得
て
、本
年
度
で　

回
４０

目
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
関
係
者

の
皆
様
に
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

の
開
発
に
関
し
て
は
、

政
府
の
適
切
な
施
策

と
産
業
界
の
関
係
各

位
の
並
々
な
ら
ぬ
努

力
が
相
ま
っ
て
大
き
な

成
果
を
生
み
、我
が
国

は
世
界
最
高
水
準
の

省
エ
ネ
大
国
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昨
今
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
は
、人
類
の
喫
緊

の
課
題
と
位
置
づ
け

ら
れ
、特
に
地
球
温
暖

化
へ
の
対
応
は
避
け
て

通
れ
な
い
状
況
と
な

る
中
で
、政
府
は
昨
年

　

月
、「
２
０
５
０
年

１０ま
で
に
脱
炭
素
社
会

の
実
現
」
を
宣
言
し
ま

し
た
。

　

こ
の
実
現
に
は
、
今

ま
で
以
上
に
高
度
な

省
エ
ネ
技
術
の
開
発

が
必
要
と
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、化
石
燃
料

の
代
わ
り
に
ア
ン
モ
ニ

ア
や
水
素
を
利
用
す

る
技
術
、Ｃ
Ｏ
２
を
除

去
す
る
技
術
、
あ
る
い

は
、Ｃ
Ｏ
２
を
有
効
活

用
す
る
技
術
な
ど
、脱

炭
素
技
術
の
開
発
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
ど
も
の

進
め
て
い
る
優
秀　

省
エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ

ム
表
彰
制
度
が
少
し

で
も
こ
の
推
進
に
貢

献
で
き
れ
ば
と
思
い
、

本
年
度
よ
り
、従
来
の

省
エ
ネ
機
器
に
加
え
、

脱
炭
素
を
目
指
し
た

機
器
も
併
せ
て
募
集

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
応
募
総

数
は　

件
、
こ
の
中
か

２１

ら
、
本
会
に
設
置
し
て

い
る
審
査
特
別
委
員

会
の
公
正
な
審
査
に

よ
り
、
経
済
産
業
大

臣
賞
１
件
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
２

件
を
含
め
た
、　

件
の

１０

機
器
が
表
彰
対
象
と

し
て
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
２
件

が
、脱
炭
素
技
術
に
関

連
し
た
機
器
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
何
れ

の
機
器
も
、
開
発
に
携

わ
っ
た
研
究
者
･
技

第

回
「
優
秀
省
エ
ネ
機
器
・

第　

回
「
優
秀
省
エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム
表
彰
」

表
彰
」

４０４０表
彰
式

会
長
挨
拶

　

表
彰
式　

会
長
挨
拶

（
一
社
）
日
本
機
械
工
業
連
合
会

　
　
　
　
　

会
長

大
宮　

英
明

我
が
国
の
省
エ
ネ
技
術
や
脱
炭
素
技
術
の
高
度
化
へ
貢
献

受賞者と関係者による記念撮影（2021 年 3 月 22 日　於　機械振興会館）

　

わ
が
国
は
昨
年
「
２
０
５
０

年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

を
目
指
す
」
と
宣
言
い
た
し
ま

し
た
。
ま
さ
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
が
わ
が
国
の
大
き
な
課

題
で
あ
り
、
今
回
受
賞
さ
れ
た

優
秀
省
エ
ネ
機
器
・
シ
ス
テ
ム

が
大
き
く
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

経
済
産
業
省
と
し
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
省
エ
ネ
効
率
の

高
い
機
器
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開

発
と
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
導
入

を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
、
産

業
界
の
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て

取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
様
方

は
、
こ
の
受
賞
を
ス
タ
ー
ト
と

し
て
、
さ
ら
な
る
高
み
を
目
指

さ
れ
、
ご
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（
２
０
２
１
年
３
月　

日
）

２２
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術
者
の
ご
尽
力
が
結

実
し
た
素
晴
ら
し
い

成
果
で
あ
り
、
ま
た
、

我
が
国
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
や
脱
炭
素

技
術
を
一
層
高
度
化

す
る
上
で
、
非
常
に
重

要
な
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

受
賞
者
の
方
々
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
、
ご
多

忙
の
中
、
精
力
的
に
審

査
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
委
員
・
幹
事
の
方
々

を
は
じ
め
、
関
係
者
の

皆
様
に
、
改
め
て
厚
く

御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、本
日
ご
列
席
の
皆

様
方
の
ま
す
ま
す
の

ご
発
展
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
私
の
式

辞
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
２
０
２
１
年
３
月　

日
）

２２

経済産業省
製造産業局長

藤木　俊光氏

表
彰
式

来
賓
挨
拶

  
表
彰
式　

来
賓
挨
拶



（3）　　　　　　   ２０２１年（令和３年）３月２５日
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⑭
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ど
に
も
採
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

今
後
は
、
新
設
炉
へ
の

導
入
提
案
に
加
え
、
経
年

炉
、
旧
型
機
種
や
従
来
の

熱
交
換
器
シ
ス
テ
ム
か

ら
の
更
新
提
案
、
他
燃
料

仕
様
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

拡
充
を
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

　

本
機
器
は
こ
れ
ま
で

リ
ジ
ェ
ネ
バ
ー
ナ
シ
ス

テ
ム
の
採
用
に
課
題
の

あ
っ
た
、
狭
所
で
使
用
さ

れ
る
フ
ォ
ー
ク
チ
ャ
ー

ジ
炉
や
ピ
ッ
ト
炉
、
狭
い

燃
焼
空
間
で
の
燃
焼
が

求
め
ら
れ
る
小
型
の
熱

処
理
炉
、
Ｒ
Ｘ
ガ
ス
発
生

炉
や
鉄
鍋
式
溶
解
炉
な

返
し
加
熱
に
よ
り
割
れ

や
剥
離
が
発
生
し
や
す

く
、
定
期
的
な
補
修
や
交

換
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　

本
機
器
で
は
キ
ャ
ス

タ
ブ
ル
耐
火
材
の
バ
ー

ナ
タ
イ
ル
の
代
わ
り
に

セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
の
燃
焼

筒
を
採
用
し
た
こ
と
で

耐
久
性
が
向
上
し
、
部
品

の
交
換
頻
度
を
下
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

２
�
２　

効
果

　

表
２
に
、
小
型
熱
処
理

炉
で
一
般
的
に
採
用
さ

れ
て
い
る
当
社
従
来
シ

ス
テ
ム
（
汎
用
バ
ー
ナ
＋

熱
交
換
器
）
と
本
機
器

の
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
・

Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制
効
果
・

経
済
性
の
比
較
を
示
す
。

　

当
社
従
来
シ
ス
テ
ム

を
基
準
と
し
た
場
合
、
省

エ
ネ
率　

％
、
年
間
Ｃ
Ｏ

２９

２
排
出
量－

７
・
６
�
、

機
器
代
回
収
年
数
３
・
１

年
と
な
る
。

３
�
用
途

ｘ
を
両
立
で
き
た
。
こ
れ

に
よ
り
ピ
ア
の
高
さ
に

制
約
の
あ
る
小
型
台
車

炉
な
ど
の
、
狭
い
燃
焼
空

間
に
も
対
応
し
た
。

（
３
）
小
容
量
機
種
の
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ

　

従
来
の
リ
ジ
ェ
ネ

バ
ー
ナ
シ
ス
テ
ム
に
は

な
か
っ
た
定
格
燃
焼
量

が　

�
、１
１
６
�
の
機

５８
種
を
開
発
し
た
。
こ
れ
ら

の
小
容
量
機
種
で
も
コ

ン
パ
ク
ト
化
を
図
っ
て

お
り
、
ま
た
高
速
か
つ
シ

ャ
ー
プ
な
火
炎
形
状
と

低
Ｎ
Ｏ
ｘ
を
両
立
で
き

た
た
め
、
従
来
の
機
種
で

は
対
応
で
き
な
か
っ
た

小
容
量
の
炉
で
も
リ
ジ

ェ
ネ
バ
ー
ナ
シ
ス
テ
ム

を
採
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

（
４
）
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ

ス
ト
低
減

　

従
来
の
リ
ジ
ェ
ネ

バ
ー
ナ
シ
ス
テ
ム
で
は
、

キ
ャ
ス
タ
ブ
ル
耐
火
材

の
バ
ー
ナ
タ
イ
ル
を
用

い
て
い
た
が
、
経
年
や
繰

立
・
小
容
量
機
種
の
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
・
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
コ
ス
ト
低
減
を
図
っ

た
も
の
で
あ
る
。

　

小
型
熱
処
理
炉
に
お

い
て
は
、
従
来
の
汎
用

バ
ー
ナ
と
熱
交
換
器
を

組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ

ム
よ
り
も　

％
の
省
エ

２９

ネ
ル
ギ
ー
が
可
能
と
な

る
。

２
�
機
器
の
技
術
的
特
徴

お
よ
び
効
果

　

２
�
１　

技
術
的
特
徴

（
１
）
高
効
率
と
コ
ン
パ

ク
ト
化
の
両
立

　

蓄
熱
体
に
従
来
の
ア

ル
ミ
ナ
ボ
ー
ル
よ
り
も

表
面
積
率
が
高
い
セ
ラ

ミ
ッ
ク
多
孔
体
を
用
い

る
こ
と
で
蓄
熱
体
を
小

型
化
し
た
。
ま
た
小
型
化

し
た
蓄
熱
体
を
燃
焼
筒

に
内
蔵
し
た
こ
と
で

バ
ー
ナ
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
り
、
設
置
ス
ペ
ー
ス

の
狭
い
炉
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
っ
た
。

（
２
）
高
速
か
つ
シ
ャ
ー

プ
な
火
炎
形
状
と
低
Ｎ

Ｏ
ｘ
の
両
立

　

燃
料
と
空
気
の
噴
出

速
度
の
工
夫
や
、
自
己
排

ガ
ス
再
循
環
燃
焼
に
よ

り
高
速
か
つ
シ
ャ
ー
プ

な
火
炎
形
状
と
低
Ｎ
Ｏ

の
炉
で
は
汎
用
バ
ー
ナ

と
熱
交
換
器
を
組
み
合

わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
が
用

い
ら
れ
て
い
た
。

　

本
機
器
は
、
こ
れ
ま
で

採
用
に
課
題
の
あ
っ
た

炉
へ
リ
ジ
ェ
ネ
バ
ー
ナ

シ
ス
テ
ム
を
適
応
す
る

た
め
に
、
高
効
率
と
コ
ン

パ
ク
ト
化
の
両
立
・
高
速

か
つ
シ
ャ
ー
プ
な
火
炎

形
状
と
低
Ｎ
Ｏ
ｘ
の
両

１
�
機
器
の
概
要

　

リ
ジ
ェ
ネ
バ
ー
ナ
シ

ス
テ
ム
は
主
に
大
型
の

炉
で
普
及
が
進
ん
で
き

た
が
、
バ
ー
ナ
本
体
の
大

き
さ
、
火
炎
形
状
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
性
な
ど
の
問

題
か
ら
、
設
置
ス
ペ
ー
ス

の
狭
い
炉
、
燃
焼
空
間
の

狭
い
炉
や
小
容
量
の
炉

へ
の
採
用
に
は
課
題
が

あ
り
、
一
般
的
に
こ
れ
ら

経　産　新　報

蓄
熱
体
燃
焼
筒
内
蔵
型

タ
イ
ル
レ
ス
高
速
リ
ジ
ェ
ネ
バ
ー
ナ

（
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｇ
２
）

Ｄ
ａ
ｉ
ｇ
ａ
ｓ 
エ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

（
大
阪
市
中
央
区
）

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社

（
大
阪
市
中
央
区
）

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞

図 1　ＩＲＥＧ 2　外観
図 2　燃焼空気と排気の流れ

　排気側　燃焼側

図 4　セラミック多孔体

【従来型ツインリジェネバーナ】

図 6　火炎形状

従来システムより２９％省エネ
セラミック蓄熱体でバーナを小型化

狭い燃焼空間でも採用提案へ
【ＩＲＥＧ 2】【従来型ツインリジェネバーナ】

蓄熱槽が炉外へ張出し蓄熱槽が炉外へ張出し

図 5　従来型リジェネバーナ設置炉との比較

炉外への張出しが小さい炉外への張出しが小さい

表 1　ラインナップと仕様

表 2　従来システムとの比較＊1

優秀省エネ機器・システム表彰
令和 2年度

一般社団法人日本機械工業連合会 省エネルギー効果の著しい優秀な産業用機器省エネルギー効果の著しい優秀な産業用機器
［優秀省エネ機器・システム］

図
3　

バ
ー
ナ
構
造

炉外への張出し

300�程度 炉壁

蓄熱体を内蔵

燃料
セラミック燃焼筒
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⑫

⑬

⑭

⑮

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

装
置
導
入
に
よ
り
削
減

し
、
省
エ
ネ
化
を
達
成
す

る
と
と
も
に
、
近
隣
環
境

の
改
善
に
も
貢
献
し
た
。

３
�用
途

　

蒸
気
を
使
用
し
て
い
る

事
業
所
で
の
、
ド
レ
ン
に

よ
り
発
生
す
る
、
背
圧
や

滞
留
に
よ
る
障
害
及
び

陳
腐
化
の
軽
減
を
前
提

と
し
、
余
剰
と
な
り
廃
棄

排
泄
と
し
て
い
る
ド
レ
ン

の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水
分

を
、
再
利
用
可
能
な
条
件

と
し
た
温
水
と
し
て
再
使

用
す
る
こ
と
で
、
省
エ
ネ

効
果
や
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
効

果
を
あ
げ
る
装
置
及
び

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

　

本
装
置
を
採
用
し
た
事

業
所
で
は
、
環
境
省
の
Ｃ

Ｏ
２
削
減
補
助
金
申
請
に

採
択
さ
れ
て
い
る
。今
後
も

本
装
置
を
広
め
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
・
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業

界
の
省
エ
ネ
に
貢
献
す
る
。

　
【
図
３
】
に
フ
ロ
ー
シ
ー

ト
設
置
例
を
示
す
。

＊
リ
ザ
ー
ブ
タ
ン
ク
連

結
機
能

　

本
装
置
と
リ
ザ
ー
ブ

タ
ン
ク
に
装
備
し
て
い

る
上
下
連
結
口
を
接
続

す
る
事
に
よ
り
、
熱
の
自

然
対
流
が
発
生
し
、
必
要

に
応
じ
、
複
数
の
温
度
帯

の
温
水
を
生
成
し
供
給

す
る
事
が
で
き
、
ま
た
後

に
生
産
設
備
の
増
量
が

必
要
と
な
っ
て
も
、
合
わ

せ
た
サ
イ
ズ
へ
の
対
応

が
容
易
に
で
き
る
仕
様

と
し
て
い
る
。【
図
１
】

　

エ
コ
モ
ル
ダ
ー
の
導
入
前

後
で
リ
ネ
ン
商
品
１
０

０
０
点
あ
た
り
の
都
市

ガ
ス
使
用
量
を
比
較
し
た

事
例
を
下
の
【
図
２
】
に

示
す
。
導
入
後
は
ガ
ス
使

用
量
が　

％
減
少
し
た
。

１１

　

ま
た
、
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ

イ
事
業
所
で
、
廃
棄
さ
れ

て
い
た
水
蒸
気
が
、
本
装

置
の
導
入
後
は
水
蒸
気
に

よ
る
白
煙
が
削
減
さ
れ

た
事
例
を
下
の
【
写
真

３
】に
示
す
。

　

事
業
所
か
ら
排
出
し
て

い
た
熱
水
の
廃
棄
熱
を
本

れ
還
っ
て
く
る
が
、
本
装

置
で
は
ド
レ
ン
を
ボ
イ

ラ
ー
へ
の
給
水
や
洗
濯
用

温
水
な
ど
幅
広
い
分
野
で

再
利
用
可
能
と
す
る
た

め
、
永
久
磁
石
を
装
置
内

部
に
装
備
し
、
循
環
し
な

が
ら
ポ
ン
プ
や
電
磁
弁
な

ど
の
故
障
リ
ス
ク
や
、
洗

濯
衣
類
へ
の
付
着
ト
ラ
ブ

ル
の
軽
減
を
行
っ
て
い
る
。

【
写
真
２
】

　

ま
た
鉄
サ
ビ
混
入
の

更
な
る
軽
減
策
と
し
て
、

【
熱
回
収
シ
ス
テ
ム
（
ド

レ
ン
に
含
ま
れ
る
気
体

の
湯
気
分
使
用
）】
及
び

【
蒸
気
循
環
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
管
路
乾
燥
方

法
（
管
路
の
内
部
乾
燥
方

法
）】
な
ど
を
発
案
し
、

除
鉄
機
能
と
共
に
特
許

取
得
と
し
た
。

＊
温
度
制
御
機
能

　

温
水
を
使
用
す
る
機

械
や
装
置
な
ど
へ
、
供
給

す
る
温
水
の
各
温
度
を
、

常
温
〜　

℃
の
範
囲（
２

９５

次
側
機
械
へ
の
最
適
温

度
）
で
供
給
可
能
な
機
能

と
し
て
い
る
。

ル
の
防
止
を
図
っ
た
。

【
写
真
1
】

２
�
機
器
の
技
術
的
特
徴

お
よ
び
効
果

＊
除
鉄
機
能

　

ボ
イ
ラ
ー
本
体
や
機
械

及
び
配
管
な
ど
の
内
部

は
概
ね
鉄
製
で
あ
る
た

め
、
蒸
気
使
用
後
の
ド
レ

ン
に
は
鉄
サ
ビ
が
混
入
さ

る
。
ド
レ
ン
滞
留
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め

に
真
空
吸
引
に
よ
る
ド

レ
ン
回
収
を
行
う
と
と

も
に
、
ド
レ
ン
回
収
口
に

永
久
磁
石
を
設
置
し
ド

レ
ン
に
含
ま
れ
る
鉄
さ

び
を
除
去
し
た
。

　

ま
た
、
ド
レ
ン
配
管
内

で
は
、
上
部
に
蒸
気
の
層

が
あ
り
下
部
は
鉄
さ
び

を
含
ん
だ
ド
レ
ン
水
の

層
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

温
水
洗
濯
用
給
水
の
加

熱
槽
で
は
ド
レ
ン
配
管

上
部
の
蒸
気
だ
け
を
吸

引
し
て
給
水
を
加
熱
す

る
ラ
イ
ン
を
設
置
し
、
鉄

さ
び
を
含
ん
だ
ド
レ
ン

水
に
よ
る
加
熱
を
減
ら

す
こ
と
で
、
洗
濯
衣
類
の

鉄
さ
び
の
付
着
ト
ラ
ブ

１
�
機
器
の
概
要

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
リ
ネ

ン
サ
プ
ラ
イ
業
界
で
は
、

ボ
イ
ラ
で
加
熱
し
た
１

２
０
〜
１
８
０
℃
の
蒸

気
を
熱
源
と
し
て
、
乾
燥

や
プ
レ
ス
ア
イ
ロ
ン
な

ど
を
行
っ
て
い
る
が
、
使

用
後
は
概
ね
１
０
０
℃

程
度
の
気
液
混
合
の
熱

水
を
廃
棄
し
て
い
る
。
こ

の
廃
棄
熱
水
か
ら
熱
回

収
し
温
度
制
御
し
た
温

水
を
作
り
、
温
水
洗
濯
機

や
ボ
イ
ラ
に
供
給
す
る

シ
ス
テ
ム
開
発
し
た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、
乾
燥

機
、
プ
レ
ス
ア
イ
ロ
ン
か

ら
の
熱
水
（
ド
レ
ン
）
を

ボ
イ
ラ
用
給
水
の
加
熱

と
温
水
洗
濯
機
用
給
水

の
加
熱
に
使
用
し
て
い

［優秀省エネ機器・システム］ 経　産　新　報

除
鉄
機
能
・
温
度
制
御
装
置
付

ド
レ
ン
吸
引
回
収
装
置

（
エ
コ
モ
ル
ダ
ー
）及
び
熱
回
収
シ
ス
テ
ム

株
式
会
社
ビ
ク
タ
ー
特
販

（
大
阪
府
豊
中
市
）

日
本
機
械
工
業
連
合
会
会
長
賞

　　　　　　ＶＥＳＫ　　　　　　　　　　　　　ＶＥＳ　　　　　　　　　　　　ＶＥＷ　　　　　　　　　　　　　ＶＥＴ－４

【写真 3】

【写真 1】

【図 2】

廃
棄
熱
水
か
ら
熱
回
収
し
温
水
を
作
る

省
エ
ネ
効
果
や
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
効
果
が
向
上

　

鉄
サ
ビ
混
入
防
止
へ

　
　
　

蒸
気
だ
け
吸
引
し
給
水
を
加
熱

　
　
　

永
久
磁
石
を
装
置
内
部
に
装
備【図 3】

【導入前】

【導入後】

優秀省エネ機器・システム表彰
令和 2年度

一般社団法人日本機械工業連合会及び及びシステムの開発、実用化、普及の促進へシステムの開発、実用化、普及の促進へ

【フローシート設置例】 蒸気ライン

ドレンライン

温水ライン

バルブ

逆止弁

トラップ

ボイ
ラー エコ

モル
ダー

【温
水供
給ラ
イン
】

全自
動洗
濯脱
水機

【ド
レン
回収
ライ
ン】

【蒸
気供
給ラ
イン
】

乾燥
機

シミ
抜き

アイ
ロン

プレ
ス

シー
ツロ
ール

熱風
乾燥
機

圧力
釜

【（実例）ガスエネルギー推移】 2009 年 11 月～ 2010 年 10 月
2011 年 11 月～ 2012 年 10 月ガス� / 商品（千点）

36,000

34,000

32,000

30,000

28,000

26,000

24,000

22,000

20,000
11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10（月）

エコモルダー設置

2011 年

2009 年

【図 1】 本体 リザーブタンク
エゼクタ

高温水

80℃ 30℃

水
道
水

高温側の本体と低温側のリザーブタンクの温度差を
利用した自然対流により、リザーブタンクの水を加熱

弁

弁

【鉄のサビ粉が磁石に付着する】

　【稼働後の永久磁石】

　【写真 2】　【稼働前の永久磁石】



（5）　　　　　　   ２０２１年（令和３年）３月２５日

に
よ
る
瞬
時
流
量
ア

ラ
ー
ム
」、「
電
池
交
換
時

期
到
来
」
な
ど
多
く
の
現

場
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

ト
レ
ン
ド
グ
ラ
フ
の

生
成
機
能
も
有
り
、
長
期

間
の
傾
向
管
理
に
活
用

で
き
る
。
ま
た
、
親
機
内

の
メ
モ
リ
に
蓄
積
さ
れ

る
受
信
デ
ー
タ
は
、
Ｃ
Ｓ

Ｖ
形
式
に
て
パ
ソ
コ
ン

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

２
�

２　

効
果

　

某
国
内
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
（
図
４：

Ａ
社
）

の
工
場
に
お
い
て
は
、
過

去
に
、
工
場
エ
ア
ー
の
使

用
状
況
を
当
社
製
流
量

計
（
有
線
仕
様
）
に
て
可

視
化
し
、
そ
の
計
測
デ
ー

タ
を
元
に
適
切
な
設
備

管
理
を
行
う
こ
と
で
年

間
約
６
０
０
万
円（
電
力

使
用
量：

３
５
２
Ｍ
Ｗ

ｈ
に
相
当
）
も
の
省
エ
ネ

を
実
現
し
た
実
績
が
あ

る
（
他
の
工
場
ま
で
同
様

の
流
量
監
視
を
拡
大
す

れ
ば
年
間
７
�２
０
０
万

円
も
の
省
エ
ネ
効
果
が

期
待
さ
れ
る
）。

　
「
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
流

体
の
可
視
化
」
に
よ
る
省

エ
ネ
効
果
の
高
さ
が
実

証
さ
れ
た
事
例
で
あ
る

が
、
一
方
で
有
線
に
よ
る

デ
ー
タ
収
集
で
は
、
導
入

費
用
や
シ
ス
テ
ム
構
築

に
費
や
す
時
間
な
ど
の

不
要
で
無
線
導
入
が
可

能
）。
ま
た
、「
パ
ル
ス
入

力
仕
様
無
線
子
機
ユ
ニ

ッ
ト
」
を
用
い
れ
ば
他
社

製
の
流
量
計
を
無
線
化

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

○
無
線
セ
ン
サ
（
流
量

計
）
＋
無
線
通
信
＋
親
機

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ー

ル
を
含
む
）
を
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
し
て
い
る
た
め
、
無

線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
必
要
な
Ｉ
Ｐ
ア
ド
レ

ス
の
設
定
や
子
機
と
親

機
の
ペ
ア
リ
ン
グ
等
の

諸
設
定
は
、全
て「
完
了
」

し
た
状
態
で
当
社
工
場

か
ら
出
荷
可
能
で
あ
る
。

　

ユ
ー
ザ
ー
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
を
行
う
手

間
が
一
切
不
要
で
、
機
器

を
現
場
に
設
置
し
、
親
機

を
社
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
ハ
ブ

ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
に
接

続
す
る
だ
け
で
即
時
使

用
を
開
始
で
き
る
。

○
専
用
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ツ
ー
ル
は
親
機
内
に
格

納
さ
れ
て
お
り
、
汎
用
的

な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ

ラ
ウ
ザ
上
で
動
作
す
る

た
め
、
特
別
な
ソ
フ
ト
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
は
不
要

で
端
末
や
Ｏ
Ｓ
を
問
わ

ず
簡
単
に
使
用
で
き
る
。

　

ま
た
、
ア
ク
セ
ス
で
き

る
ユ
ー
ザ
ー
や
操
作
に

つ
い
て
は
、
管
理
者
に
よ

る
権
限
設
定
に
よ
り
任

意
に
制
限
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
専
用
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ツ
ー
ル
で
は
、「
積
算
流

量
」「
瞬
時
流
量
」
の
情

報
に
加
え
、「
過
大
流
量

ア
ラ
ー
ム
」、「
任
意
流
量

井
裏
、
配
管
が
密
集
し
た

場
所
な
ど
電
波
環
境
が

劣
悪
な
場
所
に
設
置
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ

れ
る
た
め
、「
流
量
計
測

部
」と「
無
線
通
信
部
」は

分
離
構
造
と
し
、
無
線
通

信
部
だ
け
を
よ
り
電
波

環
境
の
良
い
場
所
に
設

置
可
能
と
し
て
い
る
。

○
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
９
２
０
は
、

既
存
環
境
へ
の
「
後
付

け
」
の
し
易
さ
を
追
求
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
専
用

流
量
計
の
う
ち
「
フ
ロ
ー

ペ
ッ
ト－

５
Ｇ
」
に
つ
い

て
は
、
非
無
線
仕
様
の
既

設
品
に
対
し
、
製
品
上
部

の
「
電
子
計
数
部
」
の
み

を
無
線
仕
様
品
に
交
換

す
る
だ
け
で
無
線
化
が

可
能
で
あ
る
（
配
管
工
事

流
量
の
遠
隔
監
視
を
実

現
可
能
と
し
、
効
果
的
な

省
エ
ネ
活
動
を
促
進
す

る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

２
�
機
器
の
技
術
的
特
徴

お
よ
び
効
果

　

２
�
１　

技
術
的
特
徴

○
Ｉ
ｏ
Ｔ
用
途
で
注
目

さ
れ
る
９
２
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

無
線
を
採
用
し
て
お
り

通
信
距
離
が
長
い
。

　

Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
等
と
異

な
る
周
波
数
帯
域
を
使

用
す
る
為
、
通
信
障
害
が

起
こ
り
に
く
く
、
回
折
性

（
障
害
物
を
回
り
込
ん

で
届
く
性
質
）
に
も
優
れ

て
い
る
。

○
専
用
無
線
流
量
計
は

単
２
サ
イ
ズ
の
リ
チ
ウ

ム
電
池
を
１
本
内
蔵
し

て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
長

期
間
（
約
６
年
）
に
渡
っ

て
流
量
計
測
お
よ
び
無

線
通
信
も
含
め
た
全
て

の
動
作
を
行
う
。
外
部
電

源
設
備
が
無
い
場
所
に

も
設
置
で
き
、
最
小
限
の

コ
ス
ト
で
導
入
が
可
能

で
あ
る
。

○
流
量
計
は
、
地
中
、
天

１
�

機
器
の
概
要

　

工
場
や
商
業
施
設
な

ど
に
お
い
て
は
、
水
・
燃

料
油
・
圧
縮
空
気
・
蒸
気

な
ど
の
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ

ィ
流
体
が
様
々
な
用
途

で
広
く
使
用
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
身
近
な

流
体
で
あ
る
が
故
に
「
ム

ダ
・
ム
ラ
」
を
生
じ
や
す

い
傾
向
が
有
る
。

　

且
つ
、
日
常
的
に
大
量

に
使
用
さ
れ
る
流
体
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば

「
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
流

体
の
き
め
細
や
か
な
使

用
量
管
理
」
は
、
省
エ
ネ

推
進
に
お
い
て
大
き
な

効
果
が
期
待
で
き
る
分

野
と
も
言
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
多
く

の
企
業
で
は
導
入
時
の

コ
ス
ト
や
手
間
な
ど
の

問
題
か
ら
合
理
的
な
遠

隔
監
視
シ
ス
テ
ム
は
導

入
で
き
ず
、
省
エ
ネ
へ
の

展
開
が
難
し
い
「
属
人
的

管
理
」
を
行
っ
て
い
る
現

状
が
あ
る
。

　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
９
２
０
は

無
線
通
信
を
用
い
る
こ

と
で
簡
単
・
安
価
に
使
用

経　産　新　報

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
流
体
管
理

無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

（
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
９
２
０
）

株
式
会
社
オ
ー
バ
ル

（
東
京
都
新
宿
区
）

面
で
大
き
な
課
題
が
あ

り
導
入
で
き
る
企
業
は

限
定
的
な
も
の
と
な
る
。

　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
９
２
０
は
、

無
線
通
信
の
メ
リ
ッ
ト

を
先
鋭
化
す
る
こ
と
で

導
入
面
の
課
題
を
解
決

し
て
お
り
、
Ａ
社
の
様
な

高
い
省
エ
ネ
効
果
を
実

現
し
得
る
「
ユ
ー
テ
ィ
リ

テ
ィ
流
体
の
き
め
細
や

か
な
使
用
量
管
理
」
を
多

く
の
企
業
に
提
供
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

３
�

用
途

　

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
流

体
は
様
々
な
工
場
・
施
設

で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て

い
る
為
、Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
９
２

０
は
業
種
・
企
業
規
模
等

を
問
わ
ず
活
用
が
可
能

で
あ
る
。
安
価
且
つ
簡
単

に
導
入
で
き
る
パ
ッ

ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
た
め
、
特
に
中
小
企
業

か
ら
は
好
評
を
得
て
い

る
。

　

多
く
の
企
業
で
は
、
省

エ
ネ
活
動
に
お
け
る

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
流
体

管
理
の
有
効
性
は
感
じ

な
が
ら
も
大
き
な
設
備

投
資
を
行
う
余
裕
は
無

く
「
管
理
自
体
を
行
わ
な

い
」
も
し
く
は
「
属
人
的

な
管
理
（
現
場
巡
回
に
よ

る
記
録
）」
を
続
け
て
い

る
状
況
が
あ
る
。
そ
の
様

な
現
状
を
打
開
し
省
エ

ネ
に
貢
献
す
る
。

日
本
機
械
工
業
連
合
会
会
長
賞

無
線
通
信
で
簡
単
・
安
価
に
使
用
流
量
の
遠
隔
監
視

リ
チ
ウ
ム
電
池
１
本
で
長
期
間
全
て
の
動
作
を
行
う

　

配
管
工
事
不
要
で
無
線
導
入
が
可
能

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
機
器
を
現
場
に
設
置
、
即
時
使
用

属
人
的
な
管
理
状
況
を
打
開
し
高
い
省
エ
ネ
効
果
実
現

優秀省エネ機器・システム表彰
令和 2年度

一般社団法人日本機械工業連合会 省エネルギー効果の著しい優秀な産業用機器省エネルギー効果の著しい優秀な産業用機器
［優秀省エネ機器・システム］

図 1　Ｌｉｎｋ 920の活用イメージ

図 3　モニタリングツールの概要

図 4　工場エアーの流量監視による省エネ効果

適切なエアー漏れ対策を行うことにより、
年間約 600万円（電力使用量：約 352MWh）の
経費削減となった ！

国内の全工場（12拠点）に同様の省エネ活動を展開すれば
年間約 600万円× 12＝ 7,200 万円
（電力使用量：約 4,224MWh）もの経費削減効果が
期待できる ！

A社（自動車部品メーカー）
・製造装置ごとに漏れ量計測
・装置 1台当たり 75NL/min の漏れが発生
・エアー価格
　（2円 /N�＝ 0.002 円 /NL）

漏れによる損失計算
・0.002 円 /NL×75NL/min×60min×24H×365day
＝ 78,840 円 / 年（24H毎日稼動しているライン）

・0.002 円 /NL×75NL/min×60min×12H×240day
＝ 25,920 円 / 年（平日のみ稼動しているライン）

弊社熱式流量計（マスフローモニタ）

従来従来 無線化すると・・・！無線化すると・・・ ！
人が工場内の流量計設置箇所を巡回し、
手作業にて流量を確認・記録・・・

現場流量計から、流量や流量以外の有用な情報を
「自動」且つ「定期的」に親機に無線送信 ！

既製品に対し、計数部
のみの交換で無線化
可能 ！

現場で記録したデータを
管理用端末に手入力にて転記・・・

で効果的な省エネ活動を簡単・安価に実現 ！
・無線通信にて各現場の流量情報を自動的に一元収集
・リアルタイムで流量を監視し過大 /過小流量などのアラームも送信可能
・付属モニタリングツールのトレンドグラフ生成機能により長期的な
　傾向管理が可能

【課題】省エネの促進につながる「きめ細やかな使用量管理」ができない
・記録ミスや記録漏れなど人間由来のリスクがありデータの信頼性が低い
・1日 1回など、記録の更新頻度が低いため突発的な異常事態（バルブの閉め忘
　れなど）に対応できない
・記録するだけでは経時的な変化（設備の経年劣化による流体のわずかな漏れの
　発生など）を把握することが困難

データ保存メモリ使用量 最後にデータを
受信した時間 各種ステータス情報

・エラー情報（左アイコン）
 エラーが発生している場合は
 カーソルを近づけるとエラー
 詳細がポップアップ表示される
・電池交換（中央アイコン）
 電池交換時期到来時に警告表示
・電波状態（右アイコン）
 電波の状態を表現

スマートフォンの画面サイズにも
対応（自動切替）

任意の画像・子機名称を
表示可能

精算流量
数字をクリックすると
精算グラフ画像に移行

瞬時流量
数字をクリックすると
瞬時グラフ画像に移行

子機一覧表示画像

・専用モニタリングツールは親機に内蔵されており、
  汎用的なインターネットプラウザ（Google Chrome,
  SAFARI 等）にて閲覧可能
・データは親機内のメモリに保存されるため、パソコン
  のハードディスク残量等を気にせず使用できる
・蓄積したデータはCSV出力が可能で、お客様にて
  自由に二次活用ができる
・流量のみならず、電池交換時期の到来や、自己診断
  情報も表示され、メンテナンス性を向上

グラフ表示画面
直感的なマウス操作で
表示範囲を調整決定

図 2　Ｌｉｎｋ 920のシステム全容

子機ユニットは分離構造なので電流
の届きやすいところに設置可能

920MHz 無線の特長
・通信距離が長い
　工場内のような現場でも、100�程度の無線通信が可能
・干渉が起きにくい
　無線 LAN等と異なる周波数帯域を使用するため、通信障害が起きにくい
・回析性が高い
　電波の周り込みが大きいので、距離や到達性などの伝播特性が優れている

・親機１台に対し、最大 16台の子機を接続可能
・専用モニタリングツールを内蔵しているため、 
  システム開発不要ですぐに使える ！

・社内 LANに接続されている
PCやタブレット、スマホ等によ
り、場所を選ばずに遠隔管理を
実現 ！
・専用モニタリングツールは汎用
的なインターネットプラウザ上で
動作するため、特別なソフトのイ
ンストールは不要。OSや端末の
種類を気にせずに 、手軽に流量
等をモニタリング ！

PC、スマートフォン等

無線親機ユニット

様々な付加情報

流量情報

無線

無線

精算流量精算流量 瞬時流量瞬時流量精算流量精算流量

電池交換電池交換 自己診断自己診断

パルス出力付　流量計
または
パルス出力付　精算計 パルス入力仕様

無線子機ユニット

汎用流量計
DC電源

圧縮空気や窒素ガス

ボイラ周りの油や水

Eth
ene
t（
LAN
）
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⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

９
０
�－

Ｃ
Ｏ
２
／
年
。

設
備
か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
（
使
用
薬
剤
、
消
費
電

力
分
）
＝　

・
９
�－

Ｃ

４４

Ｏ
２
／
年
。
１
０
�
８
９

０－

　

・
９
＝
１
０
�８

４４

４
５
�－

Ｃ
Ｏ
２
／
年
）

と
な
る
。

　

Ｃ
Ｏ
２
の
有
効
利
用
技

術
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（C

arbo
n
dioxide

C
apture

U
til

ization
and
Storage

）と

し
て
世
界
中
で
研
究
開
発

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

原
油
増
進
回
収
（
Ｅ
Ｏ

Ｒ
）
以
外
で
実
用
化
し
て

採
算
が
取
れ
て
い
る
例
は

ま
だ
稀
有
で
あ
る
の
に
対

し
、
本
設
備
で
は
年
間
１

０
�
０
０
０
�－

Ｃ
Ｏ
２

以
上
の
利
用
が
可
能
で
あ

る
。

　

経
済
性
の
評
価
と
し

て
、　

�
規
模
の
グ
リ
ー

１１

ン
ハ
ウ
ス
で
液
化
炭
酸
ガ

ス
を
用
い
て
Ｃ
Ｏ
２
を
供

給
す
る
場
合
で
は
、
液
化

炭
酸
ガ
ス
の
単
価
を　

円
４０

／
�
と
す
る
と
、
年
間
約

４
億
円
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
と
な
る
が
、
本
設
備
を

導
入
す
る
こ
と
で
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
大
幅
に
低

減
で
き
、
設
備
費
を
数
年

で
償
却
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
農

業
設
備
で
の
増
益
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
�用
途

　

ｔ－

Ｃ
ａ
ｒ
ｖ
ｅ
の

実
績
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
パ

ワ
ー
発
電
所
殿
（
岡
山
県

笠
岡
市
、
株
式
会
社
サ
ラ

殿
）
に
納
入
し
た
１
件
で

あ
り
、２
０
１
９
年
４
月

か
ら
稼
働
中
で
あ
る
。

　

当
該
設
備
は
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
施
設
（
発
電
規
模

１
０
�
０
０
０
�
）
の
排

ガ
ス
の
一
部
を
本
設
備
で

浄
化
し
た
Ｃ
Ｏ
２
を
隣
接

す
る
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
（
パ

プ
リ
カ
棟
３
・
４
�
、ト
マ

ト
棟
６
・
０
�
、レ
タ
ス
棟

２
・
５
�
、合
計
規
模　
１１

�
）に
供
給
し
て
い
る
。

　

納
入
先
か
ら
は
、「
従

来
は
液
化
炭
酸
ガ
ス
が
高

価
で
あ
り
、
近
年
価
格
が

さ
ら
に
高
騰
し
て
い
る
た

め
、
Ｃ
Ｏ
２
の
供
給
量
を

制
限
す
る
必
要
が
あ
っ
た

が
、
本
設
備
の
導
入
に
よ

っ
て
常
時
最
大
量
の
Ｃ
Ｏ

２
を
供
給
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
助
か
っ
て
い
る
。

　

特
に
夏
季
は
液
化
炭

酸
ガ
ス
の
購
入
が
困
難
で

あ
る
た
め
（
ガ
ス
会
社
に

お
い
て
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
製

造
を
優
先
す
る
た
め
）
効

果
が
大
き
い
。」、
と
の
評

価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

現
在
、
既
に
複
数
の
引

き
合
い
案
件
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
農
業
分
野
で
の

排
ガ
ス
浄
化
設
備
の
導
入

が
、
共
同
開
発
企
業
で
あ

る
株
式
会
社
サ
ラ
殿
と
の

連
携
の
も
と
、
全
国
的
に

次
世
代
大
型
園
芸
施
設

に
多
く
採
用
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

出
さ
れ
な
い
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
に
つ
い
て
も
、
安
全
・

安
心
を
確
保
す
る
た
め

に
酸
性
ガ
ス
除
去
装
置
に

活
性
炭
吹
込
み
装
置
を

設
置
し
、
大
気
中
と
同
等

の
濃
度
ま
で
除
去
し
て
い

る
。

　

本
設
備
は
立
上
げ
・
立

下
げ
を
含
め
全
自
動
運

転
と
し
て
い
る
た
め
、
専

属
の
運
転
員
は
不
要
で
あ

る
。
必
要
な
作
業
は
払
い

落
と
し
た
薬
剤
（
フ
レ
コ
ン

受
け
）
の
回
収
の
み
で
あ

る
（
頻
度
１
〜
２
回
程
度

／
週
）。

　

２
�２　

効
果

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼

時
に
発
生
す
る
カ
ー
ボ
ン

ニュ
ー
ト
ラ
ル
な
Ｃ
Ｏ
２
を

安
価
に
ト
マ
ト
な
ど
の
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
へ
Ｃ
Ｏ
２
源

と
し
て
供
給
す
る
シ
ス
テ

ム
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

の
観
点
か
ら
、ト
ー
タ
ル
で

は
カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

（
マ
イ
ナ
ス
）
な
シ
ス
テ
ム

と
な
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

排
ガ
ス
を
利
用
し
て
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
で
の
Ｃ
Ｏ
２

源
と
し
て
供
給
し
た
場
合

の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
効

果
は
、　

�
規
模
の
グ

１１

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
で
は
１
０
�

８
４
５
�－

Ｃ
Ｏ
２
／

年
（　

�
規
模
向
け
本
設

１１

備
定
格
Ｃ
Ｏ
２
供
給
量

２
・　

�－

Ｃ
Ｏ
２
／
ｈ

７５

ｒ
×　

ｈ
ｒ
／
日
×
３

１２

３
０
日
／
年
＝
１
０
�８

（
図
２
参
照
）。

　

本
設
備
で
は
、
各
装
置

に
お
い
て
独
自
の
技
術
を

用
い
て
お
り
特
許
権
を
取

得
し
て
い
る（
現
在
、５
件

特
許
登
録
済
み
）。
酸
性

ガ
ス
除
去
装
置
で
は
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
で
の「
反
応
層
初

期
形
成
方
式
」
を
採
用

し
、
低
濃
度
ま
で
Ｈ
Ｃ

ｌ
、
Ｓ
Ｏ
ｘ
を
安
定
し
て

除
去
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｏ
除
去
装
置
で
は
、

触
媒
寿
命
の
延
命
化
を

目
的
に
、
有
機
シ
リ
コ
ン

な
ど
に
よ
る
触
媒
被
毒

抑
制
に
配
慮
し
た
設
計
と

し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｏ
ｘ
除
去
装
置
で
は

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
と
フ

ィ
ー
ド
フ
ォ
ワ
ー
ド
制
御

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
を

採
用
し
精
度
の
高
い
制
御

を
行
っ
て
い
る
。

　

万
が
一
に
も
排
ガ
ス
中

の
有
害
物
質
が
グ
リ
ー
ン

ハ
ウ
ス
へ
供
給
さ
れ
な
い

よ
う
に
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
除
去
装

置
出
口
に
分
析
計
を
２

系
列
設
置
し
、
設
備
内
で

Ｗ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い

る
。

　

さ
ら
に
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
内
で
も
モ
ニ
タ
ー
す
る

こ
と
で
３
重
の
チ
ェッ
ク
体

制
を
構
築
し
、
作
物
お
よ

び
作
業
者
へ
の
安
全
性
を

十
分
に
確
保
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
発
電
設
備
で
の

燃
焼
が
突
発
的
に
不
安

定
に
な
り
、
Ｃ
Ｏ
ガ
ス
な

ど
が
高
濃
度
で
排
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
Ｃ
Ｏ
２

の
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
へ
の
供

給
を
緊
急
遮
断
し
、
排
ガ

ス
を
本
設
備
内
で
循
環
運

転
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、バ
イ
オ
マ
ス
発

電
設
備
で
は
ほ
と
ん
ど
排

設
備
で
も
あ
る
。さ
ら
に
、

設
備
導
入
す
る
際
に
補

助
金
が
な
く
て
も
採
算

が
取
れ
る
低
コ
ス
ト
で
経

済
的
に
も
優
れ
た
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

２
�
機
器
の
技
術
的
特
徴

お
よ
び
効
果

　

２
�１　

技
術
的
特
徴

　

本
設
備
の
開
発
に
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
燃
焼
排
ガ
ス

中
に
含
ま
れ
る
有
害
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
成

分
を
許
容
値
以
下
に
す

る
た
め
の
知
識
お
よ
び
除

去
す
る
技
術
だ
け
で
な

く
、
野
菜
栽
培
に
係
る
知

見
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
本
設
備
の
開

発
に
あ
た
り
、
野
菜
栽
培

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る

株
式
会
社
サ
ラ
殿
の
知
見

と
、
ご
み
焼
却
施
設
お
よ

び
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
施

設
な
ど
の
多
く
の
実
績
で

培
わ
れ
た
当
社
の
排
ガ
ス

処
理
技
術
を
融
合
す
る

こ
と
で
、
適
正
な
排
ガ
ス

浄
化
・
Ｃ
Ｏ
２
供
給
設
備

を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

本
シ
ス
テ
ム
は
、
発
電

施
設
の
排
気
筒
か
ら
排
ガ

ス
の
一
部
を
引
き
抜
き
、

酸
性
ガ
ス
除
去
、
Ｃ
Ｏ
除

去
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
除
去
を
行
っ

た
後
、
ガ
ス
を
冷
却
し
て

グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
に
供
給

す
る
フ
ロ
ー
と
な
っ
て
い
る

カ
ー
ボ
ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
を

達
成
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑
制
に
効
果
の
高
い

こ
と
を
可
能
と
し
た
（
図

１
参
照
）。

　

作
物
の
生
育
促
進
に

必
要
な
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

内
の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
は
、
バ

イ
オ
マ
ス
燃
焼
排
ガ
ス
中

の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
と
比
べ
て

低
濃
度
で
あ
る
た
め
濃
縮

し
て
回
収
す
る
必
要
が
な

く
、
そ
の
た
め
バ
イ
オ
マ
ス

燃
焼
排
ガ
ス
中
に
含
ま
れ

る
作
物
お
よ
び
作
業
者

に
と
っ
て
有
害
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
成
分
（
一
酸

化
炭
素（
Ｃ
Ｏ
）、窒
素
酸

化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）、
硫
黄
酸

化
物
（
Ｓ
Ｏ
ｘ
）、
塩
化
水

素
（
Ｈ
Ｃ
ｌ
）、
エ
チ
レ
ン

（
Ｃ
２
Ｈ
4
）
な
ど
）
を
許

容
値
以
下
に
低
減
す
れ

ば
安
全
な
Ｃ
Ｏ
２
を
グ

リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
内
へ
供
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
設
備
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
施
設
へ
の
適
用
は
、

世
界
初
の
試
み
で
あ
る

（
当
社
調
べ
。対
象：

Ｓ
Ａ

Ｒ
Ａ
パ
ワ
ー
発
電
所
殿
納

入
設
備
・
写
真
参
照
）。Ｃ

Ｏ
２
供
給
量
は
世
界
最

大
規
模
で
あ
り
、
２
・　
７５

�－

Ｃ
Ｏ
２
／
ｈ
�
を

供
給
で
き
る
。

　

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
で
あ
る
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
設
備
の
排
ガ
ス
中

の
Ｃ
Ｏ
２
を
さ
ら
に
有
効

利
用
し
て
い
る
た
め
、

ス
・
ト
リ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、

脱
炭
素
社
会
に
適
合
し

た
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る

１
�機
器
の
概
要

　

近
年
、
ト
マ
ト
な
ど
の

野
菜
栽
培
に
お
い
て
、
大

規
模
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
内

の
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
を
6
0
0

〜
1
�
2
0
0
p
p
m
程

度
に
上
昇
さ
せ
る
こ
と
で

作
物
の
生
育
を
促
進
し
収

量
を
増
加
す
る
方
法
（
Ｃ

Ｏ
２
施
用
）
が
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
を
中
心
に
普
及
し
て

お
り
、
国
内
で
も
技
術
導

入
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
状
国
内
で

の
Ｃ
Ｏ
２
供
給
源
に
は
液

化
炭
酸
ガ
ス
や
灯
油
燃
焼

装
置
排
ガ
ス
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
焚

貫
流
ボ
イ
ラ
排
ガ
ス
な
ど

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
い

ず
れ
も
コ
ス
ト
が
高
く
、

Ｃ
Ｏ
２
施
用
の
普
及
の
妨

げ
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
当
社
で
は
、
安

価
に
安
全
な
Ｃ
Ｏ
２
を
大

量
に
供
給
で
き
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
施
設
の
排
ガ
ス
を
浄
化

し
て
Ｃ
Ｏ
２
を
供
給
す
る

設
備
「
ｔ－

Ｃ
ａ
ｒ
Ｖ
ｅ

（
テ
ィ
ー
・
カ
ー
ブ
、takum

a
C
arbon

dioxide
to
V

egetable
system

）」
を

開
発
し
た
。

　

本
設
備
の
実
用
化
に

よ
り
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施

設
で
発
生
し
た
熱
、電
気
、

Ｃ
Ｏ
２
を
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ

ス
で
利
用
す
る「
バ
イ
オ
マ

経　産　新　報

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

Ｃ
Ｏ
２
供
給
設
備

（
ｔ－

Ｃ
ａ
ｒ
Ｖ
ｅ
）

株
式
会
社
タ
ク
マ

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

日
本
機
械
工
業
連
合
会
会
長
賞

写真　ｔ－ＣａｒＶｅ外観
（ＳＡＲＡ　パワー発電所殿納入設備）

バイオマス発電施設の排ガスを浄化
安価に安全なＣＯ２を大量に供給
トマトなどのグリーンハウスへＣＯ２源として

「バイオマス・トリジェネレーションシステム」を構築

排ガス中のＣＯ２をさらに有効利用

「カーボンネガティブ」を達成
補助金なしでも採算、低コスト・経済性に優れたシステム
大型農業設備が可能、次世代農業が全国に広がる

優秀省エネ機 器・システム表 彰
令和 2年度

一般社団法人日本機械工業連合会及び及びシステムの開発、実用化、普及の促進へシステムの開発、実用化、普及の促進へ
［優秀省エネ機器・システム］

図 1　バイオマス・トリジェネレーションシステムの概略図

木質バイオマス燃料

バイオマス発電施設

排ガス
蒸気・
発   電

温水

電気 熱熱
（冷暖房）（冷暖房）

COCO22
（農業利用）（農業利用）

図 2　ｔ－Ｃａｒｖｅ のフロー図

発電設備
排気筒

循環ライン

CO除去装置 NOx除去装置

酸性ガス除去装置
（バグフィルタ）

NH3

ガス分析計

ガス冷却
通風機

空気希釈
グリーン
ハウス

大気換気

ガス冷却装置ガス供給
通風機

酸性ガス除去薬剤・活性炭
排ガス加熱器
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